国際マーケティング論と資源ベース理論による海外市場参入行動の捉え方 : 両理論の限界と他理論との補完性 by 富山, 栄子
国際マー家系怦論と資源ベース理論による海外市場参入行動の捉え方
―両理論の限界と他理論との補完性―
富 山 栄 子
はじめに.
グローバ リゼーション.す なわち世界 市場の一極化が、驚 くぺきスピー ドで進展 してい
る.グ 搬一バル市場の実現は国境の壁を低下させ.直 投資を行わな くても世界の市場への
参入が容易になっている.貿 易が基本であった璽際マーケティングは、6G年 代から豹 年代
まで多国籍企業が中心的地位を占めてきたが、90奪 代以降の急激なグローバ リゼーション
の進展に伴い、知的所有権を含めたライセンシングや貿易が申小企業にとっても有効で危
険負担の少ない参入手段になってきている圭.グローバリゼーシヨンが浸透 してい くなかで、
大小さまざまな蝶 主体が世界市協 こ主役とし磯 場鍋 よ氷 な り・こう隣 イ餉 も経
済輔 劒 知 一剛 塾 シ翻 雛 し齢 て!・る舶 本鋤 備 難 低迷しているが・
幅 や蝋 購 麟 ど翻 めとす繍 興糊 の譲 は儲 てお媚 本蝶 をは、じめとした
醗 の蝶 が新飾 場への編 参入を行ってル・る、こうした献 硝 寮とし威 企業は海
外市場への参入をたえず戦略として考える必要に迫 られてお り、学術研究でもこのような
海外市場参入行動の研究が求められている。
これまでにも、企業の海外市場参入行動に関する研究には膨大な蓄積があるが。大半の
研究は、 工つの理論に依拠 しつつ.一 部の要因だけに着眼 して参入闇題を分析 してきた。
だが、現実には、特定理論だけに依拠 して企業の参入行動を説明することは難 しくなって
きている.な ぜならば、たとえば多国籍企業にとっては海外市場での子会社の活動は世界
的な全社的ネットワークの中で考える必要がある.こ のため.海 外市場への参入問題は、
世界的な企業ネットワークから切 り離 して考えることはできない。多国籍企業は複雑な状
況の下で、企業活動の統合 と全社戦略の柔軟性を均衡させながら、海外市場への参入戦略
を齪 す筍腰 聯 ・、ζの紛 翻 華聯参入行動嚇 嚇 諸聯 の統髄 玄求塑
海 麟 榊 瞬 潮蜘 鯵 夫形蘇 繰 肺場参入麟 分繍 参入'
髪灘隷調難凝瀦瓢奪拳驚認渉翻蕪臨ζ鱒
になっている。前者の参入形態モデルには、さらに参入形態選択の要因を考察する複数の
補完的な理論である内部化理論、競争戦略論、国際マーケティング誌 資源のベース理論
がある(図1)か このうち.内 部化理論、競争戦略論については嘉山⑳ ⑫ において、批判
的に検討 した。本稿では国際マーケティング論と資源ベース理論の既存研究の概観を行い、
両理論が海外市場参入をどのように捉えてきたのかについて考察し。両理論の問題点と他
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